
事　業　計　画　書
	事 業 所 名
	

	事業所の所在
	

	設備投資の概要
	新設建物の概要
	構　造
	
	延床面積
	　　　　　　㎡

	
	製造設備等の
概要
	

	製造品の名称
	

	製造品の概要
	

	製造工程の概要
	


・図面（配置図、平面図、立面図等）を添付すること。
・事業計画書作成にあたり、この様式によりがたい場合は任意様式で作成すること。
・必要に応じて、適宜参考資料等を添付すること。

施設設置計画

	工期別
区　分
	第　１　期
	第　２　期
	第　３　期
	最  終（計）

	着　　　　　　　　工
	年　　月
	年 　月
	 　 　年 　月
	年 　月

	操　　業　　開　　始
	年　　月
	年　 月
	年 　月
	年 　月

	　投　資　額（百万円）
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	（　　）

	　建　物　面　積（㎡）
	
	
	
	

	建　物　の　構　造
	
	
	
	

	従　業　員（人）
	  男
	
	
	
	

	
	  女
	
	
	
	

	生　　産　　品　　目
	
	
	
	

	生産額（百万円／年）
	
	
	
	

	生 産 量（　　／年）
	
	
	
	

	工業用水　（m3／日）
上　　水　（m3／日）
	
	
	
	

	契約電力　　（ｋｗ）
	
	
	
	

	備　　　　　　　　考
	
	
	
	



　注　１．投資額の欄には、括弧書き外数で用地費を記載すること。
　　　２．敷地の利用計画を明示した図面を添付すること。




事業内容が岡山県再投資サポート補助金交付要綱第４条
を満たしていることの説明書

１　要綱別表１のその他要件を満たすこと
　　（以下のいずれかを○印で囲み、その内容を記載すること。）
(1)　事業を実施した箇所、ライン等における生産性が１０％以上向上すること
(2)　事業を実施した箇所、ライン等において、新たな製品を従来品の生産量ベース又は生産額ベースで１０％以上生産する能力を備えること
(3)　事業を実施した箇所、ライン等において、環境影響への軽減効果が大きいものとして知事が特別に認める事業であること

＜内容＞
事業実施前と実施後を比較して労働生産性が１０％以上向上することを記載してください。
定義：労働生産性（物的労働生産性又は価値労働生産性）
　　①物的労働生産性＝生産能力数量÷常用雇用者数
　　②価値労働生産性＝生産能力額÷常用雇用者数
　　　↑①又は②いずれかを選択して記載してください。

記入例）価値労働生産性（生産能力額÷常用雇用者数）を選択した場合

・事業実施前の価値労働生産性　実施前生産能力額÷実施前常用雇用者数＝〇
・事業実施後の価値労働生産性　実施後生産能力額÷実施後常用雇用者数＝△
・価値労働生産性の向上率　　　（△－〇）÷〇×100＝□％　
　　　　　　　　　　　　　　　↑□が10以上であればＯＫ



２　本県での操業継続が認められること

記入例）本事業の実施により、〇〇〇〇〇を達成し、引き続き△△△市において操業を継続していく所存です。

